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県域デジタルテレビ放送の理解を深める説明会情報委員会が開催

県
議
会
議
員
本
澤
昭
治
氏
逝
去
（
元
県
議
会
議
長
）

月日
９ ２

３
４
５
６
７

８

９

曜
木

金
土
日
月
火

水

木

金

土
日
月

火
水
木
金

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

議事予定
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議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）
　（議案常任委員会付託）
常任委員会
常任委員会
議事整理
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委
員長報告　予算関係議案予算
特別委員会再付託）
　
　
　
調査特別委員会
調査特別委員会
　
予算特別委員会
　
　
議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、
閉会）

　次回の、平成 年第３回定例県議会
は、９月２日から 日までの 日間の
会期日程で開催される予定です。

質
の
向
上
問
わ
れ
る
教
育
改
革
高
倉
氏
が
講
演
明
海
大
学
長

市
町
村
合
併
に
伴
う
新
生
活
圏
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

　
元
県
議
会
議
長
、
本
澤
昭

治
（
ほ
ん
ざ
わ
・
し
ょ
う

じ
）
氏
は
、
去
る
五
月
二
九

日
午
前
一
一
時
五
九
分
、

去
さ
れ
ま
し
た
。
七
五
歳
。

　
本
澤
氏
は
、
昭
和
五
七
年

一
二
月
の
県
議
会
議
員
の
選

挙
（
鹿
島
郡
）
で
当
選
以

来
、
連
続
六
期
、
県
議
会
議

員
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
県
議
会
議
長
を

は
じ
め
、
農
林
水
産
、
総
務

衛
生
、
文
教
治
安
、
議
会
運

営
の
各
委
員
会
副
委
員
長
、

お
よ
び
文
教
治
安
、
土
木
、

企
画
企
業
、
福
祉
衛
生
、
予

算
特
別
、
議
会
運
営
の
各
委

員
会
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

議会主催の講演会風景

地
域
住
民
が
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
へ
向
け
て
課
題
を
審
議

　
六
月
一
一
日
に
、
情
報
委
員

会
主
催
に
よ
る
「
県
域
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
に
関
す
る
説
明

会
」
が
、
県
議
会
議
事
堂
大
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
長

平
逞
仁
（
た
い
ら
よ
し
ひ
と
）

氏
を
講
師
に
迎
え
、
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
平
局
長
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
の
特
徴
や
茨
城
県

域
放
送
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
、

番
組
づ
く
り
の
取
り
組
み
方
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議

員
か
ら
も
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
一
〇
月
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

開
始
に
よ
り
、
地
域
の
身
近
な

情
報
や
県
政
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
テ
レ
ビ
か
ら
得
る
機
会
が

格
段
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

情報委員会主催の説明会風景

　
市
町
村
合
併
は
、
将
来
の
県

土
づ
く
り
の
根
幹
に
関
わ
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
現
下
最

大
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
町
村
合
併
に

関
す
る
案
件
の

審
査
、
並
び
に

合
併
に
よ
っ
て

生
じ
る
問
題
点

や
課
題
を
踏
ま

え
、

衡
の
と

れ
た
新
た
な
地

域
づ
く
り
へ
向

け
た
諸
方
策
の
あ
り
方
の
調
査

を
行
う
た
め
、
第
一
回
定
例
会

で
、
「
市
町
村
合
併
に
伴
う
新

生
活
圏
づ
く
り
調
査
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
委
員
会
が
五
回
開
催

さ
れ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
五
月
六
日
の
第
一
回
委
員
会

で
は
、
委
員
会
の
審
査
及
び
調

査
目
的
や
、
審
査
及
び
調
査
項

目
、
活
動
計
画
な
ど
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
合
併
に
伴
う
現

状
と
課
題
及
び
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
、
県
と
市
町
村
の
新
た

な
役
割
分
担
や
合
併
後
の
新
た

な
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
、
合

併
後
の
県
行
政
の
あ
り
方
の
観

点
か
ら
、
総
務
部
、
企
画
部
を

対
象
に
、
所
管
事
項
の
調
査
を

行
い
、
真
剣
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
〇
日
の
第
二
回
委
員

会
で
は
、
生
活
環
境
部
、
保
健

福
祉
部
、
商
工
労
働
部
、
農
林

水
産
部
、
土
木
部
、
教
育
庁
、

警
察
本
部
を
対
象
に
、
合
併
に

伴
う
現
状
と
課
題
及
び
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か

ら
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
二
回
定
例
会
中
の
六
月
一

〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
委

員
会
で
は
、
大
宮
地
域
、
日
立

地
域
、
常
陸
太
田
地
域
に
関
す

る
合
併
議
案
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
論
議

さ
れ
た
主
な
事
項
は
、
合
併
で

編
入
さ
れ
る
市
町
村
の
住
民
不

安
解
消
へ
向
け
た
周
辺
地
域
振

興
策
、
合
併
後
の
新
市
と
県
の

連
携
の
推
進
、
新
市
建
設
計
画

に
掲
げ
ら
れ
た
事
業
に
係
る
県

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
進

管

理
な
ど
で
あ
り
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
の
議

案
も
適
切
な
も
の
と
本
会
議
に

報
告
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
六
月
一
〇
日
に
開
催
さ

れ
た
第
四
回
委
員
会
で
は
、
執

行
部
の
各
部
局
か
ら
、
合
併
に

伴
う
課
題
の
追
加
が
出
さ
れ
、

特
に
地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら

の
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
六
月
一
八
日
の
第
五
回
委
員

会
で
は
、
二
人
の
参

人
か
ら

意
見
聴
取
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
牛
堀
町
長
の
森
内
捷
夫
氏
か

ら
は
、
地
域
住
民
の
目
線
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
国
際
基
督
教
大
学
大
学

院
教
授
で
、
第
二

七
次
地
方
制
度
調

査
会
副
会
長
と
し

て
答
申
の
と
り
ま

と
め
に
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
西

尾
勝
氏
か
ら
は
、

市
町
村
合
併
の
目

指
す
も
の
に
つ
い

て
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
合
併
後
の
新
た
な

地
域
づ
く
り
へ
向
け
た
諸
方
策

の
あ
り
方
や
具
体
的
施
策
に
つ

い
て
調
査
検
討
を
進
め
、
平
成

一
七
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い

て
、
合
併
後
の
地
域
づ
く
り
に

寄
与
で
き
る
よ
う
な
提
言
を
盛

り
込
ん
だ
調
査
結
果
の
報
告
を

行
う
予
定
で
す
。

　
六
月
一
一
日
に
、
県
議
会
主

催
講
演
会
が
「
第
三
の
教
育
改

革

地
域
と
の
連
携
を
視
野
に

入
れ
て
」
を
演
題
に
県
議
会
議

事
堂
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
倉
講
師
か
ら
、
第
三
の
教

育
改
革
は
、
明
治
期
の
学
制
導

入
、
男
女
共
学
を
実
現
し
た
戦

後
の
六
・
三
・
三
制
に
続
く
大

き
な
変
革
と
し
て
、
今
ま
さ
に

総
仕
上
げ
の
段
階
に
あ
り
、
教

育
に
は
、
従
来
の
「
画
一
」
か

ら
「
個
性
化
・
多
様
化
」
、
更

に
は
「
効
率
化
と
質
の
向
上
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
質

の
面
に
お
い
て
、
市
場
原
理
や

評
価
制
度
を
取
り
入
れ
た
経
営

の
質
、
従
来
の
専
門
性
に
加

え
、
適
格
性
や
信
頼
性
が
求
め

ら
れ
る
教
員
の
質
、
多
様
な
指

導
を
実
現
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
質
の
三
つ
が
問
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
に
期
待
さ
れ

る
生
活
習
慣
や
し
つ
け
な
ど
多

様
な
機
能
の
実
現
の
た
め
、
教

育
へ
の
地
域
の
参
画
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
と
の
講
話
が
あ

り
、
議
員
か
ら
も
活
発
な
質
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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第
二
回
定
例
会

　
平
成
一
六
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
一
日

か
ら
一
一
日
ま
で
の
一
一
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
、
い
ば
ら
き

教
育
の
日
を
定
め
る
条
例
や
市
町
村
の
廃
置
分

合
な
ど
、
ま
た
、
議
員
か
ら
、
原
子
力
二
法
人

統
合
後
の
本
社
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
積

極
的
な
推
進
、
県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
開
局
を

契
機
と
し
た
効
果
的
な
情
報
発
信
策
、
「
茨
城

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け

た
取
組
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、
石
岡
有

料
道
路
の
早
期
無
料
化
、
学
校
に
お
け
る
道
徳

教
育
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
（
二

三
面
に
掲
載
）

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
日
立
電

鉄
線
の
存
廃
問
題
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ

る
汚
染
対
策
、
障
害
者
入
所
施
設
の
整
備
状
況

と
今
後
の
整
備
計
画
、
新
品
種
米
や
新
技
術
を

県
内
に
普
及
・
定
着
さ
せ
る
方
策
、
事
業
の
優

先
順
位
を
決
定
す
る

え
方
、
「
い
ば
ら
き
教

育
の
日
」
に
関
す
る
取
組
な
ど
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
四

五
面
に
掲
載
）

　
市
町
村
合
併
に
伴
う
新
生
活
圏
づ
く
り
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
案
件
及
び
市
町
村
合

併
協
議
の
動
向
、
合
併
後
の
課
題
と
今
後
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
八
面
に
掲
載
）

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
意
見
書
、
請

願
な
ど
二
四
議
案
が
可
決
、
承
認
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

一般質問調査特別委学校における道徳教育などを質問市町村合併後の課題などを質疑

年　


